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戸田市教育委員会 



第２回教育委員会（定例会）次第 

１ 開会 

２ 前回の会議録の承認 

３ 教育委員提案  別添 資料№１のとおり 

４ 報告事項  別添 資料№２のとおり 

５ 議事                                      ページ 

（１）専決処理事項の報告 

報告第１号 令和５年度特別支援学級設置計画について････････････････････････････････１ 

（２）議案 

議案第７号 令和５年度当初戸田市立小・中学校教職員の人事異動（案）について･･･当日配布 

議案第８号 令和４年度戸田市教育委員会表彰について････････････････････････････････３ 

 ６ その他 

（１）次回の教育委員会の日程（案） 

令和５年３月２０日（月）午後１時３０分～ 

（２）その他 

７ 閉  会 



日 曜日 内　　　容 時　　　間 場　　所 主管課

1 水

2 木
第２回学校応援団実行実行

委員会
学校応援団に係る会議 18:00～ 教育センター 教育政策室

3 金

4 土

5 日

6 月

7 火

8 水

9 木

10 金
第５回難聴言語指導教室入

級支援委員会
難聴言語指導教室入級に係る会議 15:30-16:30 教育センター 教育政策室

11 土

12 日

13 月

14 火

15 水

16 木

17 金

18 土

19 日

20 月 ◎ 定例教育委員会 １３：３０～ 教育委員室 教育総務課

21 火

22 水

23 木

24 金

25 土

26 日

27 月

28 火

29 水

30 木

31 金

３月教育委員会関係【会議】日程表

会議名
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日 曜日 内　　　容 時　　　間 場　　所 主管課

1 水

2 木

3 金
県公立高入学許可候補者発

表

4 土

5 日

6 月
県公立高等学校入学者選抜

追検査

7 火

8 水
県公立高入学許可候補者追

検査発表

9 木

10 金

11 土

12 日

13 月

14 火

15 水 中学校卒業証書授与式

16 木

17 金

18 土

19 日

20 月

21 火

22 水 小学校卒業証書授与式

23 木

24 金 小・中学校修了式

25 土

26 日

27 月

28 火

29 水

30 木

31 金

３月教育委員会関係【行事・講座等】日程表

行事・講座名
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日 曜日 内　　　容 時　　　間 場　　所 主管課

1 水 おはなし玉手箱 絵本の読み聞かせ、紙芝居、おはなしなど １５：３０～１６：００
中央図書館
視聴覚室

生涯学習課

1 水 市民大学・市民企画講座
戸田市内の専門医に聞く

～みんなで正しく知ろう 乳がんのこと～
１３：３０～１５：００ 教育センター 生涯学習課

2 木 託児サービス
保護者が図書館の中でゆっくりと本を選んだり、学

習ができるように、保育士がお子さまを預る
１０：００～１２：５０

中央図書館
視聴覚室

生涯学習課

3 金 ととけっこの部屋
親子で一緒にわらべうたで遊び、

絵本の読み聞かせを楽しむ
１１：００～１１：３０

中央図書館
視聴覚室

生涯学習課

3 金 赤ちゃんおはなし会 絵本の読み聞かせ、手遊び、童謡など。 １０：３０～１１：００
あいパル2階

和室
生涯学習課

4 土 子ども体験ひろば 昔の道具を使ってみよう １０：００～１１：３０ 郷土博物館 生涯学習課

4 土
教養講座①　子育て世代のア

ロマとハーブのセルフケア

自分を労る時間の大切さと自然療法について学
び、ハーブ浸出油・アロママッサージオイル作
り、セルフマッサージを行う　（２回目：全２回）

１０：００～１２：００ 下戸田公民館 生涯学習課

4 土 スマホ・パソコン質問コーナー
パソコン・スマートフォン・タブレット等の基本操

作などの各種IT相談
９：００～１２：００ 美笹公民館 生涯学習課

5 日
パルシアターと

かみとだおはなし会
上映作品「はらぺこあおむし」３歳児～小学校低
学年向けの絵本の読み聞かせ、おはなしなど。

１３：３０～１４：３０
あいパル3階

ホール
生涯学習課

5 日
小学生向けプログラミング講座

「こくりを動かしてみよう！」
プログラミングロボット「こくり」を簡単なプログラ
ミングで動かす

①１０：００～１１：３０
②１４：００～１５：３０

中央図書館
視聴覚室

生涯学習課

6 月

7 火

8 水 おはなし玉手箱 絵本の読み聞かせ、紙芝居、おはなしなど １５：３０～１６：００
中央図書館
視聴覚室

生涯学習課

9 木 託児サービス
保護者が図書館の中でゆっくりと本を選んだり、学

習ができるように、保育士がお子さまを預る
１０：００～１２：５０

中央図書館
視聴覚室

生涯学習課

10 金 赤ちゃんおはなし会 絵本の読み聞かせ、手遊び、童謡など。 １０：３０～１１：００
あいパル2階

和室
生涯学習課

11 土 おはなし玉手箱 絵本の読み聞かせ、紙芝居、おはなしなど １５：３０～１６：００
中央図書館
視聴覚室

生涯学習課

11 土 子供映画会
「おまえうまそうだな２」（24分）

「こどもにんぎょう劇場④世界編」（30分）
１０：３０～１１：３０

中央図書館
視聴覚室

生涯学習課

11 土 スマホ・パソコン質問コーナー
パソコン・スマートフォン・タブレット等の基本操

作などの各種IT相談
１３：００～１６：００ 下戸田公民館 生涯学習課

12 日

13 月

14 火

15 水 おはなし玉手箱 絵本の読み聞かせ、紙芝居、おはなしなど １５：３０～１６：００
中央図書館
視聴覚室

生涯学習課

16 木 託児サービス
保護者が図書館の中でゆっくりと本を選んだり、学

習ができるように、保育士がお子さまを預る
１０：００～１２：５０

中央図書館
視聴覚室

生涯学習課

17 金 みんなでパルるんひろば
前半は絵本の読み聞かせ、手遊び、童謡など。後半は保
護者同士の交流や、保健師への相談ができる。 １０：３０～１１：３０

あいパル2階
和室

生涯学習課

18 土 おはなし玉手箱 絵本の読み聞かせ、紙芝居、おはなしなど １５：３０～１６：００
中央図書館
視聴覚室

生涯学習課

18 土 下戸田子ども人形劇 人形劇や影絵等を鑑賞する １１：００～１２：００ 下戸田公民館 生涯学習課

19 日 かみとだおはなし会
絵本の読み聞かせ、紙芝居、おはなし、折り紙
工作など

１３：３０～１４：３０
あいパル3階

研修室
生涯学習課

19 日 スマホ・パソコン質問コーナー
パソコン・スマートフォン・タブレット等の基本操
作などの各種IT相談

１３：００～１６：００ 新曽公民館 生涯学習課

20 月

21 火

22 水 おはなし玉手箱 絵本の読み聞かせ、紙芝居、おはなしなど １５：３０～１６：００
中央図書館
視聴覚室

生涯学習課

３月教育委員会関係【行事・講座等】日程表

行事・講座名
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日 曜日 内　　　容 時　　　間 場　　所 主管課行事・講座名

23 木 託児サービス
保護者が図書館の中でゆっくりと本を選んだり、学

習ができるように、保育士がお子さまを預る
１０：００～１２：５０

中央図書館
視聴覚室

生涯学習課

24 金 赤ちゃんおはなし会 絵本の読み聞かせ、手遊び、童謡など。 １０：３０～１１：００
あいパル2階

和室
生涯学習課

25 土 おはなしの部屋 昔話などの語り １５：３０～１６：００
中央図書館
視聴覚室

生涯学習課

25 土 おうちで絵本ひろば
図書館職員による絵本の選び方や絵本による

子育てについての話
※おはなし会ではありません

１０：３０～１１：００
あいパル2階

和室
生涯学習課

26 日

27 月

28 火 絵本の読み聞かせ広場 絵本の読み聞かせ・紙芝居等 １０：３０～１１：３０ 下戸田公民館 生涯学習課

28 火 リサイクルブックフェア 図書館の所蔵から除籍した図書・雑誌の提供 ９:００～２０：００
中央図書館
１階ロビー

生涯学習課

29 水 おはなし玉手箱 絵本の読み聞かせ、紙芝居、おはなしなど １５：３０～１６：００
中央図書館
視聴覚室

生涯学習課

29 水 リサイクルブックフェア 図書館の所蔵から除籍した図書・雑誌の提供 ９:００～２０：００
中央図書館
１階ロビー

生涯学習課

30 木 託児サービス
保護者が図書館の中でゆっくりと本を選んだり、学

習ができるように、保育士がお子さまを預る
１０：００～１２：５０

中央図書館
視聴覚室

生涯学習課

30 木 リサイクルブックフェア 図書館の所蔵から除籍した図書・雑誌の提供 ９:００～２０：００
中央図書館
１階ロビー

生涯学習課

31 金
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令和５年第２回教育委員会 (定例会 ) 

令 和 ５ 年 ２ 月 １ ６ 日 （ 木 ） 

戸 田 市 役 所 ３ 階  教 育 委 員 室 

 



１ 教育委員提案 

ページ 

 
① タブレット端末の管理・運用について（浜田委員）･･･････････････････････････････････１ 

（教育政策室） 
 
② 戸田市民大学の現状と卒業後の知識活用について（長道委員）･･･････････････････････１４ 

（教育政策室） 

 



タブレット端末の管理・運用について

戸田市教育委員会
教 育 政 策 室

令和５年２月 教育委員提案

1

20958
フリーテキスト
教育委員提案①



１ 児童生徒のICT活用を取り巻く現状と課題

▲１人１台環境の有無を問わず、ＩＣＴは子供たちの日常生活から切り離せな
いものとなる中、学校内外を問わず子供たちがＩＣＴに接する 機会が増大。

▲現代は「砂一（※1）時代」と呼ばれるほど、日々膨大な量の情報が生み
出されている。また、アルゴリズムによる「フィルターバブル（※2）」
や「エコーチェンバー（※3）」により閉鎖的な情報交流空間も日常化。

※１ 一年間に生み出される情報が、世界中の砂浜の砂の数の50倍程と言われている。
※２ バブル（泡）に包まれたようにインターネット上で自分の興味のある情報しか見えなくなること。過去の検索履歴等の情報からユーザーが見たいと思わ

れる情報がパーソナライズされることにより生じる（パーソナライズ自体は、ユーザーの利便性を高めるための機能）。
※３ 自分と同じ意見があらゆる方向から返ってくる「反響室」のような狭いコミュニティで、同じような意見を見聞きし続けることによって、自分の意見が

増幅・強化されること。SNS等の「同じ趣味・思想の人とつながることができる」場で起こりやすい現象

▲テクノロジーは日進月歩。

このような中、子供のＩＣＴ利活用状況等を全て監視・把握すること
は不可能であり、従来の制限・禁止的指導では、大人の目が届かない
ところで問題の悪化が想定される。
また、Society5.0時代を生きる子供たちに身に付けさせたい資質・能
力の育成にもつながらない。

2

〇現状と課題



１ 児童生徒のICT活用を取り巻く現状と課題

このような中、子供のＩＣＴ利活用状況等を全て監視・把握すること
は不可能であり、従来の制限・禁止的指導では、大人の目が届かない
ところで問題の悪化が想定される。
また、Society5.0時代を生きる子供たちに身に付けさせたい資質・能
力の育成にもつながらない。

3

〇今後の取組の方向性

○一定の安全性を確保したＩＣＴ（市端末・アカウント）の積極的な利
活用を前提に、デジタル・シティズンシップ教育への質的転換を図る。

○デジタル・シティズンシップは、ＩＣＴ活用の文脈のみに留まるもの
ではなく、主権者教育や金融教育、人権教育、キャリア教育、健康教育
等と深く関連しながら、全教育活動を通して育まれるものと捉える。

情報モラル教育からデジタル・シティズンシップ教育へ



２ 今後の情報モラル教育からデジタル・シティズンシップ教育

へ

「情報やテクノロジーの適切かつ創造的な活用を通じて、社会に積極的に参加・
行動する力」であり、デジタル時代の市民として求められる資質・能力。

4

〇デジタル・シティズンシップとは

【参考】戸田市教育委員会 令和４年度 指導の重点・主な施策P6



２ 情報モラル教育からデジタル・シティズンシップ教育へ

領域 育成したい子供の姿（例） ※関連性が高いキーワード

メディアバランスと
ウェルビーイング

メディアの特性を理解し、自身の生活や健康とのバランスを考えながら、テクノロジーを生活に
価値をもたらす有意義な方法で利活用することができる。
※スクリーンタイム、依存、メンタルヘルス、ゲーム・アプリ

プライバシーと
セキュリティ

自他のデータ（情報）を安全に保ち、リスクから保護するとともに、その影響範囲を考え、責任
をもって利活用することができる。
※セキュリティ、個人情報、共有ファイル、オンラインショッピング、ネット決済、知的財産（著作権等）

デジタル足跡と
アイデンティティ

ソーシャルメディア等の活用によるデジタル足跡の蓄積の影響範囲を考え、デジタルコミュニ
ティ上におけるよりよいアイデンティティの確立に向けて行動できる。
※デジタルタトゥー、アバター、デジタル人格権、サブアカウントの利用、画像加工

人間関係と
コミュニケーション

ソーシャルメディアの善し悪しやデジタルコミュニケーションの在り方について考え、ポジティ
ブな人間関係構築のためにデジタルを活用できる。
※オンラインゲーム、炎上、同調圧力、非言語コミュニケーション、セクスティング（リベンジポルノ等含
む）

ネットいじめと
オンライントラブル

オンライン上におけるいじめやオンライントラブル等を見たり、されたりしたときにアップスタ
ンダー（行動者）として行動できる。
※ネットいじめ、ヘイトスピーチ、アップスタンダー

ニュース・
メディアリテラシー

メディアの作られ方を理解し、情報源に接した際にはその信頼性について立ち止まって考え、多
面的・多角的にメディアを吟味し、行動できる。
※陰謀論、フィルターバブル、エコーチェンバー、誤情報

5

【参考】TEACHING DIGITAL CITIZENS IN TODAY’S WORLD Research Insights Behind
the Common Sense Digital Citizenship Curriculum を元に事務局作成

デジタル・シティズンシップの領域(例)



２ 情報モラル教育からデジタル・シティズンシップ教育へ

【参考】戸田市教育委員会 メディアリテラシーの取組

6



２ 情報モラル教育からデジタル・シティズンシップ教育へ

今後の展望

7

▶戸田市プログラミング・ＩＣＴ教育研究推進委員会で理論研究と教材作成

▶教員研修（スマートニュースメディア研究所との連携等）

戸田市21世紀型スキル育成アドバイザー 為田 裕行 氏

市内校長代表・教頭代表
各校１名の推進委員による

①市内小学校において、メディアリテラシー授業及び効果検証
・事前事後の質問紙調査+全６回の授業（調査問題はセンター研究員が作成）

②教職員向け研修会の実施
・全教職員対象（教育フェスティバル）
・教育センター研究員対象

【令和４年度】

【令和５年度】

▶全校で校内研修及び授業実践（試行）を通して教育計画の作成

【令和６年度】

▶計画に基づいて全面実施

▶戸田市プログラミング・ＩＣＴ教育研究推進委員会で先行研究とフィードバック



２ 情報モラル教育からデジタル・シティズンシップ教育へ

8

【参考】広報戸田市 2022年12月号



３ タブレット端末の管理・運用

9

〇端末・アカウントの管理

・「人」「端末」「使用アカウント」を名簿に記入し、対応させて管理。

・アカウントのパスワードの管理は行わず、管理者にパスワードリセッ
ト権限を付与。

【再掲】 令和３年度 第10回定例教育委員会資料



３ タブレット端末の管理・運用

10

MDM（Mobile Device Management）の導入
・学習に必要なアプリ等は一元管理。児童生徒は、教育委員会が許可

したアプリを自由にインストール可能。学習上有用で学校から要望
があるアプリ等もMDM上にラインナップ可能。

・端末を無くしてしまった場合等、アカウントの利用停止やパスワー
ドリセットも可能。

フィルタリングソフトの導入
・市で貸与する端末において、学校、家庭で同様のフィルターがかか
る。

・カテゴリ（例「ゲーム」「SNS」「アダルト」等）によるフィルタ
リング。フィルターにかかるWebサイトのうち、学習上有用で学校
から要望があるサイトはホワイトリスト登録により閲覧可能。

➡カテゴリで制御しきれないサイトもある。その場合は、学校からの報告

によりブラックリスト登録をすることで閲覧不可とすることが可能。

▶安全性確保のための環境整備



３ タブレット端末の管理・運用

11

▶端末活用の約束等

教職員の共通認識事項の確認（喜沢小）児童生徒向けの約束の例



３ タブレット端末の管理・運用

12

児童会・生徒会主体のルールづくり

▶市内学校の特徴的な取組

児童会・生徒会主体のルールづくり

アカウントアイコ
ンを作成する活動
を通して、知的財
産について体験的
に学習する取組。

児童生徒のデジタ
ル・シティズンシッ
プをどのように育ん
でいくべきか、保護
者と意見交換する場
を設定した取組。

保護者との意見交換の場づくり



３ タブレット端末の管理・運用

【参考】内閣府総合科学技術・イノベーション会議Society 5.0の実現に向けた教育・人材育成に関する
政策パッケージ（令和４年6月２日）
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戸田市民大学の現状と
卒業後の知識活用について

生涯学習イメージキャラクター

「マナビィ」

教育委員提案

生涯学習課

20958
フリーテキスト
教育委員提案②
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１４



戸田市民大学の現状

■開講
平成２０年度からスタート

■市民大学の趣旨
時代と社会の要請に即応し、市の地域性又は課題を考慮したテーマを採り上げ、多
様な学習の機会を提供することにより、市民の自主的活動の促進を図り、もって市民
の自己教育力を高めることを目標とする。

■制度について
・６コース（くらし、教養、地域の学び・スポーツ・健康、リカレント・大学連携）
約６０講座（R4）
・単位制（１講座１単位）
・４５単位修了者に修了証の授与
大学聴講補助制度
（大学の公開講座等の授業料の一部を補助
※受講料の３分の２を基準とし、
２万円を限度とする）

※修了者の数・・・累計１４１名

受講票カリキュラム予定表

20958
フリーテキスト
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【現状の市民大学】
■受講後の目的を明確にしたカリキュラム編成ではない
・様々な分野から個人の興味・関心に基づいて学習内容を
選択し、深めていく
・様々な分野を学んでいく楽しさを実感できるように、
講座を設定
・４５単位の修了→これまでの学習の成果をたたえるもの
（通過点）
・さらに学びを深めてもらうことを目指し、大学聴講制度
を設けている
・市民企画講座の企画募集など（実際に自身で講座を企画）

【課題】
■大学聴講補助制度の利用者の少なさ（１名）
→周知不足、市民ニーズとの乖離

■学習意欲をいかに高めるか
→生涯学習・学び直しを促進するために必要な仕組みの検討

■学びを通した地域づくりや地域の人材育成など、
社会教育行政が取り組むべき側面をどのように
取り入れていくか

学習後の知識活用について

20958
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【現状の市民大学】
学ぶ楽しさ・生きがいづくり

様々な分野を学ぶ・学ぶ楽しさを実感
個別の学習ニーズを満たす

自己教育力の向上
様々な知識を身に付ける
単位認定 表彰 大学聴講

地域づくり・つながりづくり

学習

地域活動

「学び」を通じた地域づくり
～人づくり・つながりづくり・地域づくり～

社会教育の意義
個人の興味関心に基づいて学びを深める
生活を支えるリテラシーの向上

講座のあり方

【今後求められているもの】
学んだことを地域で活かす

一人ひとりの生活と地域づくりを支える「学びと実践」の機会を提供する

目的

学習後の成果 地域の人材育成
社会参加・地域参画
学びのステップアップ

現状の市民大学制度の整理

20958
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様々な分野を学ぶ・学ぶ楽しさを実感
個別の学習ニーズを満たす

①学びを促進するための
「学習記録ツール」の開発

単位認定 表彰 大学聴講
個人の学び直し促進

地域づくり・つながりづくり

「学び」を通じた地域づくり
～人づくり・つながりづくり・地域づくり～

社会教育の
意義 個人の興味関心に基づいて学びを深める

生活を支えるリテラシーの向上

具体的な
事業

一人ひとりの生活と地域づくりを支える「学びと実践」の機会を提供する

目的

学習後の成果
地域の人材育成
社会参加・地域参画

②講座内容、連携大学等の見直し
③大学聴講補助制度の周知強化

活動参加や交流へのきっかけとなる情報の提供や活躍
の場の紹介をセットにした連続講座を各公民館で実施
する。

＜例＞

今後の展望

20958
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地域や行政
の課題解決

◆人生１００年時代の生涯学習◆ 「生きがい」「活躍の場」の創出をサポート ～社会教育の視点での取組～

学びと活動
の好循環

地域づくり
郷土愛の醸成、地域
の将来を考え主体的
参画による課題解決

つながりづくり
相互学習を通じ、つな
がり意識や住民同士
の絆の強化

豊かな生活

「中央教育審議会生涯学習分科会答申より」一部抜粋

まちの活性化
（コミュニティの形

成）

個人の学習ニーズに応えるだけでなく、社会的なニーズを踏
まえた学習機会の提供ときっかけづくりも求められている。

今後の展望

人づくり
学びによる個人
の成長（知識・経
験を備える。）
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令和５年第２回教育委員会 (定例会 ) 

令 和 ５ 年 ２ 月 １ ６ 日 （ 木 ） 

戸 田 市 役 所 ３ 階  教 育 委 員 室 

 



１ 報告事項 

ページ 

 
① 令和４年度戸田市教育フェスティバルの実施について･････････････････････････････････１ 

（教育政策室） 
 
②  令和４年度戸田市小・中学校児童生徒プレゼンテーション大会の実施について･･････････３ 

（教育政策室） 
 

③ 戸田市民大学公開講座の開催について･･･････････････････････････････････････････････４ 

（生涯学習課） 
 
④その他 



令和４年度戸田市教育フェスティバルの実施について 

                                               

実施日時：令和５年１月１０日（火） 

                                       １４：１５～１６：３０ 

                                  実施会場：オンライン（Zoom） 

 

１ 参加人数 

教職員 
教育 

関係者 

県・市 

議会議員 
計 

６３０名 ２０名 ３名 ６５３名 

 ※戸田市長、副市長も現地で参加 

〈市外の参加者〉 

  ・自治体教育委員会、学校 

   （札幌市、西会津町、朝霞市、鳥取市、葉山町、山形市、高知県、 

広島県、長崎県など） 

  ・その他教育関係者 

  ・マスコミ（教育新聞、埼玉新聞、世界通信） 

 

２ 内容  

講師 

「演題」 

スマートニュース メディア研究所 

所長  山脇岳志 氏 

研究員 長澤江美 氏 

「メディアリテラシー教育の本質とは何か」 

 

３ その他 

 戸田市立教育センターを発信会場、教育委員室を関係者用パブリック

ビュー会場とし、教職員は所属校にて WEB 会議システムにより参加した。 
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４ 講演の感想の一部（教員アンケートから抜粋） 

  

・ 情報の偏りや、偏った情報を受け取り続けて偏見を固めてしまうこ

と、虚を真と信じてしまうなどは誰にでも起こりうることなので、

様々な情報を吟味していく力が必要なことが分かりました。一つの情

報を鵜呑みにせず、様々な情報を多角的に見る力を養いたいと思いま

した。 

・ メディアに対してもそうですが、自分の考えを児童に伝える際に、同

じ考えの情報を無意識に探していたことに気づき反省しました。児童

自身の多様な考えを受け止めたり伸ばしたり、自分自身の視野を広げ

たりするためにも、まずは自分が意識して情報に触れていきたいと思

います。 

・ 「メディアリテラシーは民主主義の防波堤」やメディアリテラシーは

「生き抜く力」という言葉があり、大変勉強になりました。というの

も、メディアリテラシーがなぜ大事なのかをよく理解しないまま指導

をしていたためです。メディアリテラシーやデジタルシティズンシッ

プの本質は、権威主義や全体主義という危うさから民主主義を守り、

創造的な市民として自律的に生きていく力なのだと解釈することが

できました。フェイクニュースやフィルターバブルといった例もわか

りやすく、講演の内容がよく理解できました。 

・ 感心したのは「あいまいさに耐える力」という考え方です。すべての

情報を見極める必要はなく、グレーな情報を立ち止まって発信しない

こと、自分の判断能力を過信しない（誰にでも間違いがある）ことが

大切だというお話を聴いて、今までの情報教育とは少し違った視点だ

なと感じました。 

・ 子供たちが自律的に活用していけるよう、メディアリテラシー、デジ

タルシティズンシップを身に付けさせることの重要性がよくわかり

ました。戸一小や芦原小で行った授業をぜひ、高学年でも実践してみ

たいと思いました。また、学校運営委員会や保護者参加型の授業でも

取り上げていき、子どもたちだけでなく、保護者の方にも理解を深め

たいと思います。 

 今の児童の様子を見ていると、情報を上手に活用しているとは言え

ず、溢れる情報の正確性を確かめずに自分のものとして使っている場

面が多く見られます。今後ますます情報過多となる時代を生きる子供

たちには、正しい情報を取捨、選択し、活用する力が必要となります。

一方ですべての情報を見極める必要はなく、曖昧さに耐えることも必

要だというお話もあり、そのバランスが非常に難しいと感じました。

今後、授業の中で、どのようにメディアリテラシー教育を行うか考え

ていきたいと思います。 
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令和４年度 戸田市小・中学校児童生徒 

プレゼンテーション大会の実施について 

                                               

開催方法：オンライン配信 

配信日時：令和５年１月２８日（土）１３：００～ 

                             令和５年２月１９日（日）終日 

 

１ 申込人数 

児童生徒  保護者  教育関係者  来賓  計  

７名  １１３名  ８４名  １９名  ２２３名  

〈他県・他市町の視聴者〉 

・  高知県教育委員会 

・  和歌山県有田市教育委員会 

・   福岡県大川市教育委員会 

・  北海道釧路町教育委員会 

・   福島県西会津町教育委員会 

・   栃木県那須町教育委員会 

・   宮崎県都農町教育委員会 

 

２ 内容  

（１） 開会  審査員・教育長挨拶 

（２） プレゼン動画放映 小学生の部  

中学生の部 

（３）スペシャルデモンストレーション放映     

一般社団法人アルバ・エデュ 

竹内 明日香 様  

（４）審査結果発表 

（５）各審査員による講評 

（６）閉会 

 

３ 結果 

金賞 戸田東小学校   

 喜沢中学校   

銀賞 戸田第二小学校  芦原小学校  

 戸田中学校  

銅賞  戸田第一小学校  笹目小学校   喜沢小学校 美女木小学校  

 新曽中学校   

 

４ その他  

  「Education Weeks」期間中に市内全教職員が動画を視聴  

3

20958
フリーテキスト
報告事項②



令和４年度 戸田市民大学 公開講座 

がががんんんばばばらららななないいい生生生ききき方方方   
 

 

     人生を楽しく生きるための考え方を紹介します 
 

講 師 
いいいけけけだだだ      きききよよよひひひこここ   

池池池田田田   清清清彦彦彦      氏氏氏   
（早稲田大学名誉教授 山梨大学名誉教授）   

日日日   時時時   令和５年３３３月１１１１１１日（土） 

午後２時１０分 ～ ３時４０分 

（午後２時～閉講式）       

会会会   場場場   戸田市文化会館３０４会議室                                             

対対対象象象・・・定定定員員員   市内在住・在学・在勤者 

    ・会場参加  ８０名  ※先着順 

    ・オンデマンド （講座終了後、撮影動画配信）による  

参加（期間限定、申込者限定公開） 定員なし 

《《《プププロロロフフフィィィーーールルル》》》   
◎1947 年  東京都足立区生まれ 

◎1977 年  東京都立大学大学院理学研究科博士課程修了（生物学専攻）・理学博士  

◎1979 年  山梨大学教育学部講師  ◎1981 年  山梨大学教育学部助教授 

◎1993 年  オーストラリア博物館客員研究員  ◎1990 年  山梨大学教育学部教授  

◎2004 年  早稲田大学国際教養学部教授  山梨大学名誉教授  

◎2015 年  TAKAO 599 MUSEUM 名誉館長  ◎早稲田大学名誉教授  

※進化論・科学論・環境問題から、脳科学・発達心理学まで幅広く論じ、単著・エッセイ・書評多数  

※「池田清彦のやせ我慢日記」(ﾒｰﾙﾏｶﾞｼﾞﾝまぐまぐ)の連載  

※フジテレビ「ホンマでっか！？TV」に出演するなど、多方面で活躍  
                 

申申申   込込込       右下の二次元コードまたは電話・メール・FAXにて下記まで。 

※２月６日（月）午前８時３０分から申し込みを開始します。電話またはメールでのお申し込みの際は、講座名・氏名・ 

年代・電話番号・受講資格（市内在住・在勤・在学のいずれか）、受講方法（会場参加または動画視聴）を明記してください。 

【【【おおお申申申込込込・・・おおお問問問いいい合合合わわわせせせ先先先】】】   

教育委員会 生涯学習課（戸田市民大学事務局） 

電話：０４８―４４１－１８００（内線、３４２，３０９）  FAX：０４８－４３２－９９１０ 

メール simin-daigaku@city.toda.saitama.jp 

配慮が必要な方は申込時にお知らせください。 
お申込みはこちら 

 

～あなたの人生を変える、ほどほどのススメ～ 
 

生涯学習マスコット 

マナビィ 
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